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◆研究室紹介
2021年 10月 1日東海大学湘南キャンパスに橋田研究
室が発足しました．本研究室では短パルスレーザーによ
り自己組織的に形成される微細構造物の基礎研究と応用
研究に取り組み，その形成メカニズム解明と微細構造物
を材料表面に付加することで発現する新奇な機能を見つ
けることを目標にしています．そして新機能を模索する
ため，計測評価に必要なサイズの材料を作るレーザー機
能性材料創成システムを実験室に再構築しました．学内
外との協働研究や融合研究を加速させ微細構造物形成と
新機能材料創成の研究分野において研究室のプレゼンス
を示したいと考えています．居室は J館 2階の第 8研究
室，実験室は 12号館 1階の先端光ナノ科学実験室です．

◆具体的な最近の研究テーマと成果

テーマ 成果
高速アブレーション法に
よる金属中のレーザーの
振る舞い計測

Q-LEAP研究助成
自主研究

短パルス電子によるその
場計測

Q-LEAP研究助成
自主研究

短パルスレーザーによる
その場計測

Q-LEAP研 究 助 成 Photonics 

West優秀学生発表賞受賞
京都大学エネルギー科学研究
所との共同研究

複合レーザーによる相互
作用に関する基礎研究

NEDO先導研究
PhotonicsWest優秀学生発表
賞受賞
大阪大学接合科学研究所との
共同研究

太陽電池の反射率低減に
よる性能効率向上

天田財団重点助成
電気学会優秀論文発表賞

高強度レーザーによるイ
オン発生に関する研究

量子科学技術研究開発機構京
都大学化学研究所との共同研
究

高強度 THz波発生 自主研究
レーザー学会優秀論文発表賞

レーザーアブレーション
放出イオンの微量分析

自主研究
レーザー学会優秀論文発表賞
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◆学生の声
私は現在，レーザー誘起微細構造
形成された材料表面の機能性につい
て調べています．様々な機能の中で
も抗菌性に着目しており，アルミニ
ウムや銅といった金属材料の表面に
対し，抗菌性の付与，向上を行うこ

とを目標に研究を行っています． （岡崎 未来瑠）
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